
 
 

 
 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票

を
有
す
る
全
て
の
方
に
１
人
１

つ
の
番
号
を
付
し
て
、
社
会
保

障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で

効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
複

数 の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情 

       

 

          

        報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
活
用
さ

れ
る
も
の
で
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行
政
を 

効
率
化
し
、
国
民
の
利
便
性
を

高
め
、
公
平
か
つ
公
正
な
社
会 

を
実
現
す
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、

期
待
さ
れ
る
効
果
と
し
て
は
、

大
き
く
３
つ
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 
 

１
つ
め
は
、
所
得
や
他
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
状
況
を
把

握
し
や
す
く
な
る
た
め
、
負
担

を
不
当
に
免
れ
る
こ
と
や
給
付

を
不
正
に
受
け
る
こ
と
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
本
当
に
困
っ

て
い
る
方
に
き
め
細
か
な
支
援

を

行

え

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

（
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
） 

 
 

２
つ
め
は
、
添
付
書
類
の
削

減
な
ど
、
行
政
手
続
が
簡
素
化

さ
れ
、
国
民
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関
が

持
っ
て
い
る
自
分
の
情
報
を
確

認

し

た

り

、

行

政

機

関

か

ら

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

を
受
け
取
っ
た
り
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。（
国
民
の
利
便
性

の
向
上
） 

 
 

３
つ
め
は
、
行
政
機
関
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
で
、
様
々
な

情
報
の
照
合
、
転
記
、
入
力
な

ど
に
要
し
て
い
る
時
間
や
労
力

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。
複

数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が
進

み
、
作
業
の
重
複
な
ど
の
無
駄

が
削
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
（
行
政
の
効
率
化
） 

   

平
成
二
十
七
年
十
月
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
か
ら
、

住
民
票
を
有
す
る
国
民
の
皆
様

一
人
一
人
に
十
二
桁
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通
知

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
中
長
期
在
留
者
や
特
別

永
住
者
な
ど
の
外
国
人
の
方
に

も
通
知
さ
れ
ま
す
。 

 

通
知
は
、
市
区
町
村
か
ら
、

原
則
と
し
て
住
民
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
住
所
あ
て
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知

カ
ー
ド
」
を
送
る
こ
と
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
は
一
生
使
う
も
の
で
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
て
、

不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
を
除
い
て
、
番
号
は
一

生
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
ぜ
ひ
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら
、

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の

行
政
手
続
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
中
で
も
、
法
律
や
自
治

体
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
行
政
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今年 10 月からマイナンバー制度が  

個人だけではなく、法人にも割当て 

 

 

い
よ
い
よ
今
年
十
月
か
ら
国
民
一
人
一
人
に
割
り
当
て
ら

れ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
わ
が
国
に
は
分
野
や
組
織
ご
と
に
個
人
を
特

定
す
る
た
め
の
番
号
は
な
く
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人

情
報
を
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
手

段
が
こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
す
。 

http://www.label-tokyo.com/


手
続
で
し
か
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。 

 
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で

利
用
し
ま
す
。 

 

国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
、
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
分
野
で
利
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

 

こ
の
た
め
、
国
民
の
皆
様
に

は
、
年
金
・
雇
用
保
険
・
医
療

保
険
の
手
続
、
生
活
保
護
・
児

童
手
当
そ
の
他
福
祉
の
給
付
、

確
定
申
告
な
ど
の
税
の
手
続
な

ど
で
、
申
請
書
等
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

 

 

ま
た
、
税
や
社
会
保
険
の
手

続
き
に
お
い
て
は
、
事
業
主
や

証
券
会
社
、
保
険
会
社
な
ど
が

個
人
に
代
わ
っ
て
手
続
き
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
勤
務

先
や
証
券
会
社
、
保
険
会
社
な

ど
の
金
融
機
関
に
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

 

民
間
企
業
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
取
扱
い
ま
す
。 

 

民
間
企
業
は
、
従
業
員
の
健

康
保
険
や
厚
生
年
金
の
加
入
手

続
を
行
っ
た
り
、
従
業
員
の
給

料
か
ら
源
泉
徴
収
し
て
税
金
を

納
め
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

証
券
会
社
や
保
険
会
社
等
の
金

融
機
関
で
も
、
利
金
・
配
当
金
・

保
険
金
等
の
税
務
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年
一

月
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
手
続
を

行
う
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

企
業
や
団
体
に
お
勤
め
の
方
や

金
融
機
関
と
お
取
引
が
あ
る
方

は
、
勤
務
先
や
金
融
機
関
に
ご

本
人
や
ご
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 
 

ま
た
、
民
間
企
業
が
外
部
の

方
に
講
演
や
原
稿
の
執
筆
を
依

頼
し
、
報
酬
を
支
払
う
場
合
、

報
酬
か
ら
税
金
の
源
泉
徴
収
を

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
こ
う
し
た
外
部
の
方

か
ら
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

個
人
情
報
の
安
心
・
安
全
を

確
保
し
ま
す
。 

 
 

そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

安
心
・
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
に
、
制
度
面
と
シ
ス
テ

ム
面
の
両
方
か
ら
個
人
情
報
を

保
護
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

て
い
ま
す
。 

 
 

制

度

面

の

保

護

措

置

と

し

て
は
、
法
律
に
規
定
が
あ
る
も

の
を
除
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
含
む
個
人
情
報
を
収
集
し
た

り
、
保
管
し
た
り
す
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
と
い

う
第
三
者
機
関
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

る
か
監
視
・
監
督
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
法
律
に
違
反
し
た
場
合

の
罰
則
も
、
従
来
よ
り
重
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

シ

ス

テ

ム

面

の

保

護

措

置

と
し
て
は
、
個
人
情
報
を
一
元

管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
従
来

通
り
、
年
金
の
情
報
は
年
金
事

務
所
、
税
の
情
報
は
税
務
署
と

い
っ
た
よ
う
に
分
散
し
て
管
理

し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関
間

で
情
報
の
や
り
と
り
を
す
る
と

き
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接

使
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
シ

ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人

を
制
限
し
た
り
、
通
信
す
る
場

合
は
暗
号
化
を
行
い
ま
す
。 

 

法
人
に
も
番
号
が
付
与 

番

号

制

度

で

は

個

人

一

人

ひ
と
り
に
個
人
番
号
が
指
定
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
法
人
等
に

も
法
人
番
号
が
指
定
さ
れ
ま
す
。 

 
 

行
政
機
関
は
、
こ
の
法
人
番

号
を
使
っ
て
複
数
の
機
関
が
個

別
に
管
理
し
て
い
る
「
特
定
法

人
情
報
」（
法
人
番
号
と
ひ
も
付

け
ら
れ
た
法
人
の
情
報
）
を
特

定
・
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

業
務
を
的
確
か
つ
効
率
的
に
遂

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

法
人
等
に
は

1
3

桁
の
法
人

番
号
が
割
り
当
て
ら
れ
、
二
〇

一
六
年
一
月
か
ら
順
次
、
社
会

保
障
・
税
分
野
の
申
告
書
及
び

法
定
調
書
な
ど
を
提
出
す
る
際

に
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
法
人
番

号
の
記
載
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

法
人
番
号
の
特
徴 

 

法
人
番
号
に
は
大
き
く
分
け

て
二
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
番
号
法
の
中
で
個

人
番
号
の
利
用
範
囲
が
「
社
会

保
障
」
「
税
」
「
災
害
対
策
」
の

3

つ
の
分
野
と
規
定
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
法
人
番
号
は

利
用
範
囲
の
規
定
が
な
く
、
民

間
企
業
の
幅
広
い
分
野
で
活
用

が
期
待
で
き
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
個
人
番
号
が
社

会
保
障
・
税
等
の
業
務
に
用
い

ら
れ
る
以
外
で
は
原
則
と
し
て

他
人
に
公
開
さ
れ
な
い
の
に
対

し
て
、
法
人
番
号
は
「
商
号
」

ま
た
は
「
名
称
と
本
店
」
、
も
し

く
は
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地

の
情
報
と
と
も
に
、
国
税
庁
の

法
人
番
号
公
表
サ
イ
ト
で
公
表

さ
れ
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
特
徴

か
ら
、
官
民
問
わ
ず
様
々
な
領

域
や
用
途
で
法
人
番
号
の
活
用

が
期
待
で
き
ま
す
。 

                           



      

           

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
主
催
の
「
第
二
十

五
回
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
」
の 

応
募
要
項
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

応
募
資
格
：
連
合
会
傘
下
各

協
組
の
組
合
員
・
会
友
に
限
る
。 

 

応
募
規
定
：
巻
取
り
原
反
で

印
刷
又
は
加
工
し
、
通
し
回
数

３

回

以

内

で

作

製

し

た

作

品

（
⑦
部
門
は
除
く
）
大
き
さ
は

原
則
と
し
て
Ａ
４
版
以
内
と
す

る
。 

 

応
募
部
門
：
自
由
課
題(

①
〜

～
⑦) 

①

レ

タ

ー

プ

レ

ス

印

刷

部

門

（
平
圧
式
凸
版
印
刷
機
） 

②

レ

タ

ー

プ

レ

ス

印

刷

部

門

（
円
圧
式
・
輪
輪
転
ま
た
は
間

歇
式
凸
版
印
刷
） 

③
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
部
門 

④
複
合
印
刷
部
門
（
２
機
種
以

上
の
印
刷
機
ま
た
は
加
工
機
を

使
用
）
箔
押
し
・
エ
ン
ボ
ス 

加
工
な
ど
。 

箔
・
エ
ン
ボ
ス
の

面
積
が
全
体
の

1
0

％
以
下
の

場
合
は
他
の
部
門
へ
の
エ
ン
ト

リ
ー
が
で
き
ま
す
。 

コ
ー
ル
ド

箔
使
用
の
場
合
は
そ
の
旨
、
明

記
の
こ
と
。 

⑤
デ
ジ
タ
ル
印
刷
部
門
（
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
・
レ
ー
ザ
ー
プ
リ

ン
タ
他
） 

⑥
そ
の
他
の
部
門
（
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
・
フ
レ
キ
ソ
・
グ
ラ

ビ
ア
等
、
①
〜
～
⑤
に
該
当
し

な
い
場
合
） 

⑦
ア
イ
デ
ア
開
発
部
門
（
機
能

性
・
新
規
性
・
創
造
性
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
作
品
） 

機
種
・
版
式
・
通
し
回
数
等
は

一
切
問
い
ま
せ
ん
。 

  

応
募
部
門
：
規
定
課
題(

⑧
〜

～
⑨) 

⑧
レ
タ
ー
プ
レ
ス
（
平
圧
式
凸

版
印
刷
） 

使
用
原
紙 

ア
ー
ト
紙
・
青
グ
ラ

シ
ン
セ
パ
レ
ー
タ
に
限
る(

セ

パ
を
剥
が
さ
ず
に
刷
り
色
を
評

価
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
）
糊
の
種
類
、
原
紙
メ
ー
カ

ー
は
問
わ
ず
。 

刷

り

色

 
D

I
C

1
5

6
 

D
I
C

6
4

3
 

墨
。 

別
途
特
色
の
刷
り
色
見
見

本
を
応
募
要
項
の
チ
ラ
シ
と
共

に
配
布
し
ま
す
。 

そ
の
色
見
本

と
比
較
し
て
審
査
し
ま
す
。 

各

社
の
色
見
見
本
帳
と
若
若
干
異

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

配
布
さ
れ
た
色
見
本
を
基
準
と

し
ま
す
。 

通
し
回
数 

１ 

回 

だ
る
ま

の
内
側
の
墨
は
乗
せ
で
も
毛
抜

き
で
も
各
社
の
自
由
で
す
。 

白
抜
き
の
細
い
線
が
極
端
に
太

く
見
見
え
る
作
品
は
減
点
の
対

象
に
な
り
ま
す
。 

⑨
レ
タ
ー
プ
レ
ス
（
輪
輪
転
・

ま
た
は
間
歇
輪
輪
転
式
凸
版
印

刷
） 

使
用
原
紙 

キ
ャ
ス
ト
コ
ー
ト

紙
・
青
グ
ラ
シ
ン
セ
パ
レ
ー
に

限
る(

セ
パ
を
剥
が
さ
ず
に
刷

り
色
を
評
価
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
）
糊
の
種
類
、
原

紙
メ
ー
カ
ー
は
問
わ
ず
。 

刷
り
色 

D
I
C

6
3

5
 

藍
藍
黄
色 

墨
。
別
途
特
色
の
刷
り
色
見
本

を
応
募
要
項
の
チ
ラ
シ
と
共
に

配
布
し
ま
す
。 

そ
の
色
見
見
本

と
比
較
し
て
審
査
し
ま
す
。 

各

社
の
色
見
見
本
帳
と
若
若
干
異

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

配
布
さ
れ
た
色
見
見
本
を
基
準

と
し
ま
す
。 

 

通
し
回
数 

１ 

回 

『
一
笑
懸

命
笑
売
繁
盛
』『
ナ
ニ
ワ
は
天
下

の
台
所
』『
新
し
い
時
代
に
向
か

っ
て
』
の
墨
文
字
は
バ
ッ
ク
の

柄
に
乗
せ
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

秀
吉
の
冠
等
、
墨
ベ
タ
部
分
に

他
の
色
の
網
点
を
敷
い
て
濃
度

度
を
上
げ
る
手
法
は
禁
止
と
し

ま
す
。 

墨
版
の
分
版
（
ベ
タ
版

と
網
版
を
分
け
る
）
も
禁
止
し

ま
す
。 

⑧
⑨
部
門
と
も
製
版
時
に
お
け

る
デ
ー
タ
の
補
正
は
可
と
す
る 

  

応
募
点
数
：
⑧
⑨
部
門
は1

 

部
門
に
つ
き
、
１
社
１
点
に
限

る
。 

①
〜
～
⑦
部
門
は
点
数
制

限
な
し
。
（
た
だ
し
類
似
作
品

を
２
点
以
上
出
す
と
審
査
が
不

利
利
に
な
り
ま
す
） 

 

応
募
規
定
：
応
募
者
は
作
品

を
下
記
に
よ
り
用
意
し
、
期
限

以
内
に
連
合
会
事
務
局
に
送
付

す
る
。 

①
各
所
属
協
組
に
配
布
さ
れ
た
、

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
作
品
を
セ
パ
レ
ー
タ
ご
と
貼

り
付
け
た
も
の
３
部
。
（
審
査

会
で
主
に
使
用
す
る
）
セ
パ
の

張
り
替
え
は
失
格
と
し
ま
す
。 

②
作
品
を
１
枚
カ
ッ
ト
に
し
た

も
の
一
〇
〇 

枚
（
作
品
ア
ル
バ

ム
に
使
用
す
る
た
め
。
及
び
、

世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
他

国
の
審
査
委
員
に
渡
す
の
で
美

品
が
必
要
） 

③
連
続
印
刷
１
０
０ 

枚
の
ロ

ー
ル
状
の
作
品
（
印
刷
の
バ
ラ

つ
き
を
判
定
す
る
た
め
。
及
び
、

世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
連

続
印
刷
の
証
明
と
し
て
持
参
す

る
た
め
に
必
要
） 

連
続
作
品
の
提
出
が
出
来
な
い

場
合
は
そ
の
理
理
由
を
明
記
す

れ
ば
協
議
の
上
、
審
査
対
象 

に
な
り
ま
す
。 

  

応
募
開
始 

平
成
二
十
七
年

五
月
十
二
日(

火) 

規
定
課
題
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
ま
す
。 

各
協
組
事
務
局
に
、
コ
ン
テ

ス
ト
台
紙
、
及
び
、
規
定
課
題

カ
ン
プ
を
送
付
し
ま
す
。 

応

募

社

は

各

協

組

事

務

局

に
必
要
枚
数
を
請
求
く
だ
さ
い
。 

受
付
開
始
日 

平
成
二
十
七 

年
六
月
一
日(

月) 

 
第２５回シール・ラベルコンテスト  

自由課題と規定課題 9 部門が  

応募概要発表、5 月 12 日より受付  



 

第
五
十
七
回
年
次
大
会
大
阪
大
会 

公
式
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
で
参
加
者
募
集 

応
募
〆
切 

平
成
二
十
七
年

七
月
二
十
一 

日
火)

連
合
会
に

必
着 

上
記
応
募
規
定
に
適
合
し
た
作

品
を
〆
切
り
前
に
連
合
会
事
務

局
に
到
着
さ
せ
る
こ
と
。 

〆
切
り
日
に
遅
れ
た
場
合
い
か

な
る
理
理
由
が
あ
っ
て
も
失
格

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意 

く
だ
さ
い
。 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
連
合
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 
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/
/
w
w
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.
s
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s
/
1
5
0
4
3
0
.
p
h
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全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合

主
催
の
「
第
五
十
七
回
年
次
大

会
大
阪
大
会
」
は
、
既
報
の
通

り
、
十
月
九
日(

金) 

に
ヒ
ル
ト

ン
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
担
当
協
組
の
シ
ー
ル

印
刷
大
阪
府
協
同
組
合
よ
り
、

大
パ
ン
フ
会
レ
ッ
ト
が
届
き
す

で
に
各
組
合
員
・
協
賛
会
に
発

送
し
ま
し
た
の
で
、
奮
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。 

 

今
回
は
「
新
し
い
時
代
に
向

か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
午
後

三
時
半
よ
り
祈
念
式
典
、
午
後

五
時
十
五
分
よ
り
懇
親
会
が
開

か
れ
、
第
２
５
回
全
日
本
シ
ー

ル
・
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
の
作

品
か
が
午
後
二
時
半
か
ら
午
後

七
時
ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
全
日
本
シ
ー
ル
印
刷

青
年
部
協
議
会
交
流
会
も
午
前 

十
時
か
ら
梅
田
の
ユ
ー
ズ
・
ツ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

参

加

費

は

基

本

セ

ッ

ト

(

式

典
・
懇
親
会)

で
一
名
・
二
万
円
、

同
伴
夫
人
一
万
五
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
翌
日
は
宝
塚
ゴ
ル
フ 

     

俱
楽
部
に
お
い
て
懇
親
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
も
開
催
予
定
で
、
参
加

費
は
一
名
・
一
万
円
、
プ
レ
イ

代
は
二
万
四
千
百
六
十
円
。 

 

な
お
、
参
加
申
し
込
み
締
め

切
り
は
、
七
月
十
五
日
で
す
の

で
、
希
望
者
は
組
合
あ
て
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

 

 

 
 

左
は
平
圧
の
規
定
課
題
、
右
は

輪
転
の
規
定
課
題
の
デ
ー
タ 

 

http://www.seal.gr.jp/news/dl/2015_heiatsu.zip
http://www.seal.gr.jp/news/dl/2015_rinten.zip
http://www.seal.gr.jp/news/150430.php
http://www.seal.gr.jp/news/150430.php
http://www.seal.gr.jp/news/150430.php


■
尿
崩
症
と
は
ど
ん
な
病
気
か 

 
抗
利
尿(

こ
う
り
に
ょ
う)

ホ

ル
モ
ン
は
下
垂
体
後
葉(

か
す

い
た
い
こ
う
よ
う)

か
ら
放
出

さ
れ
て
、
腎
臓
に
は
た
ら
き
、

水
の
再
吸
収
を
行
い
、
体
内
の

水
分
調
節
を
し
ま
す
。 

 

                 

抗

利

尿

ホ

ル

モ

ン

の

分

泌

や
作
用
が
障
害
さ
れ
る
と
、
こ

の
水
の
再
吸
収
が
行
わ
れ
ず
、

尿
と
し
て
出
て
し
ま
う
た
め
に

多
尿
と
な
り
ま
す
。
多
尿
に
よ

り
、
の
ど
が
乾
き
、
冷
た
い
水

を
多
量
に
欲
し
ま
す
。 

 

 ■
原
因
は
何
か 

 

抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
ま

た
は
作
用
障
害
に
よ
る
中
枢
性

と
、
腎
臓
で
う
ま
く
は
た
ら
か

な
い
腎
性
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
原
因
は
不
明
の
も
の
が
多
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
枢
性
の

場
合
、
脳
腫
瘍(

の
う
し
ゅ
よ

う)

や
外
傷
、
手
術
後
な
ど
に
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
下
垂

体
炎
に
よ
る
も
の
や
、
ま
れ
に

遺
伝
子
異
常
に
よ
る
も
の
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 ■
症
状
の
現
れ
方 

 

多
尿
と
そ
れ
に
よ
る
多
飲
が

主
症
状
で
す
。
突
然
に
発
症
し
、

強
い
の
ど
の
乾
き
が
あ
り
ま
す
。

尿
量
は
１
日
３
ℓ
以
上
と
な
り
、

夜
間
で
も
減
少
し
ま
せ
ん
。
夜

間
の
排
尿
回
数
が
多
く
て
も
、

１
回
量
が
少
な
い
夜
間
頻
尿
と

区
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
症
で
は
、
比
重
や
浸
透
圧
が

低
い
尿
が
出
ま
す
。 

 

 ■
検
査
と
診
断 

 

血
中
の
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
と

血
中
、
尿
中
の
浸
透
圧
を
調
べ

ま
す
。
血
中
浸
透
圧
は
高
く
、

尿
中
浸
透
圧
は
低
い
で
す
が
、

血
中
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
は
低
値

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
摂
取
水

分
量
を
制
限
し
、
採
尿
と
採
血

を
し
て
、
浸
透
圧
の
変
化
を
調

べ
ま
す
。
正
常
で
は
尿
の
浸
透

圧
が
上
昇
（
濃
縮
尿
）
し
ま
す

が
、
尿
崩
症
で
は
上
昇
し
ま
せ

ん
。 

 

 

さ
ら
に
、
抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン

を
注
射
し
て
、
そ
の
効
果
を
調

べ
ま
す
。
中
枢
性
で
は
尿
量
が

減
少
し
ま
す
が
、
腎
性
で
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
、

正
常
で
認
め
ら
れ
る
下
垂
体
後

葉
の
信
号
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
の
除
外
、

精
神
的
な
原
因
に
よ
る
多
飲
多

尿
と
の
区
別
が
必
要
で
す
。 

 

 ■
治
療
の
方
法 

 

脳
内
の
病
変
に
よ
る
場
合
は
、

原
疾
患
の
治
療
が
重
要
で
す
。

多
尿
の
治
療
に
は
抗
利
尿
ホ
ル

モ
ン
製
剤
を
日
に
１
〜
２
回
、

点
鼻
す
る
方
法
が
一
般
的
で
す
。

そ
の
他
、
注
射
製
剤
も
使
用
で

き
ま
す
。 

 

 
 ■

尿
崩
症
に
気
づ
い
た
ら
ど
う

す
る 

 

抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
障

害
に
よ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た

そ
の
原
因
は
何
か
を
調
べ
る
た

め
に
検
査
が
必
要
で
す
。
急
に

多
尿
に
な
っ
た
場
合
、
内
分
泌

専
門
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

頭
部
外
傷
や
脳
手
術
の
既
往
歴

が
あ
る
人
は
脳
外
科
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

中
枢
性
尿
崩
症
の
う
ち
、
抗

利
尿
ホ
ル
モ
ン
を
産
生
す
る
部

分
の
機
能
が
腫
瘍
や
炎
症
、
外

傷
な
ど
で
傷
害
さ
れ
た
こ
と
を

原
因
と
す
る
も
の
を
続
発
性
尿

崩
症
、
原
因
の
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
を
特
発
性
尿
崩
症
と
い

い
ま
す
。 

 

腎
性
尿
崩
症
に
は
先
天
性
と

後
天
性
が
あ
り
、
先
天
性
の
原

因
は
遺
伝
で
、
後
天
性
の
原
因

は
慢
性
腎
盂
腎
炎
や
高
カ
ル
シ

ウ
ム
血
症
、
低
カ
リ
ウ
ム
血
症
、

薬
剤
の
副
作
用
な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

 

尿
崩
症
の
発
症
頻
度
は
人
口

１
０
万
人
当
た
り
１
６
人
程
度

で
、
珍
し
い
病
気
で
す
。 

続
発
性
尿
崩
症
は
そ
の
う
ち
の

６
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

特
発
性
尿
崩
症
が
約
４
０
％
、

遺
伝
に
よ
る
も
の
は
１
～
２
％

で
す
。 

引
用
資
料 

h
ttp

://h
e

a
lth

.g
o

o
.n

e
.jp

/m
e

d
ic

a
l/1

0
L

4
0

4
0

0
 

h
ttp

://k
in

in
a

r
u

s
h

o
u

jo
u

.b
l

o
g

7
4

.fc
2

.c
o

m
/b

lo
g

-e
n

tr
y

-2

7
0

.h
tm

l 

 

                       

          

No130 健康がいちばん !   

ホルモンの分泌や作用の障害 
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王
子
タ
ッ
ク
・
フ
ィ
ル
ム
タ

ッ
ク
販
売
推
進
部(

中
央
区
銀

座
五
の
十
二
の
八 
☎
三
二
四

八-

三
四
七
七)

で
は
、
こ
の
ほ

ど
、
粘
着
剤
に
苦
味
成
分
を
配

合
し
た
「
苦
味
含
有
糊
タ
ッ
ク
」

と
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
用
易
破
壊

タ
ッ
ク
」
の
新
し
い
タ
イ
プ
の 

 
 

              

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

    

 

   

タ
ッ
ク
紙
二
種
類
を
初
売
し
ま

し
た
。 

 

「
苦
味
含
有
糊
タ
ッ
ク
」
は
、

再
剥
離
型
の
粘
着
剤
に
苦
味
成

分
を
配
合
し
た
も
の
で
、 

①

苦

味

成

分

を

配

合

し

た

粘
着
剤
の
た
め
乳
幼
児
の
誤
飲

の
危
険
性
を
低
減
す
る
。 

                     

     

②
苦
味
レ
ベ
ル
を
調
整
す
る

こ
と
も
可
能 

な
ど
の
特
徴
が

あ
り
、
食
品
、
飲
料
、
薬
品
等

の
容
器
ラ
ベ
ル
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
応
募
ラ
ベ
ル
、
ご
褒
美
ラ
ベ

ル
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ラ
ベ
ル
、
雑
誌
と

じ
込
み
シ
ー
ル
な
ど
幅
広
い
用

途
に
使
用
で
き
ま
す
。 

 

タ
ッ
ク
紙
の
構
成
は
、
表
面

基
材
は
Ｎ
ユ
ポ
８
０
・
ラ
ベ
ル

用

ユ

ポ

、

粘

着

剤

は

Ｆ

７

０

８
・
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
型
粘
着
剤

(

再
剥
離
タ
イ
プ)

、
剥
離
シ
ー

ト
は
、
Ｇ
７
Ｂ
・
青
色
ダ
イ
レ

ク
ト
グ
ラ
シ
ン
系
剥
離
紙
。 

 

一
方
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
用
易

破
壊
タ
ッ
ク
」
は
、
同
社
が
開

発
し
た
こ
れ
ま
で
の
改
ざ
ん
防

止
用
の
タ
ッ
ク
紙
と
は
違
う
、 

ま
っ
た
く
新
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
用
素
材
で
す
。 

①

ラ

ベ

ル

を

剥

が

す

と

表

面
基
材
が
層
間
で
裂
け
て
破
壊

し
ま
す
。 

 

②
ラ
ベ
ル
加
工
適
正
も
優
れ

て
い
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、

機
密
文
書
入
り
封
筒
の
改
ざ
ん

防
止
ラ
ベ
ル
、
規
格
、
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
の
認
証
ラ
ベ
ル
、
ゴ
ミ 

    

処
理
権
ラ
ベ
ル
な
ど
の
貼
り
替

え
防
止
ラ
ベ
ル
、
商
品
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
封
緘
シ
ー
ル
な
ど
の
用

途
に
使
用
で
き
ま
す
。 

 

タ
ッ
ク
紙
の
構
成
は
、
表
面

基
材
は
Ｙ
８
０
イ
ハ
カ
イ
・P

P

系
易
破
壊
フ
ィ
ル
ム(

白)

、
粘

着
剤
は
Ｓ
３
Ｂ
・
強
粘
着
タ
イ

プ
、
剥
離
シ
ー
ト
は
Ｇ
７
Ｂ
・

ダ
イ
レ
ク
ト
グ
ラ
シ
ン
ブ
ル
ー
。 

受
注
基
準
は
、
基
材
区
分
・

フ
ィ
ル
ム
タ
ッ
ク
、
名
称
・
易

破
壊
タ
ッ
ク
、
銘
柄
名
・
Ｙ
８

０
イ
ハ
カ
イ/

Ｓ
３
Ｂ
、
受
注
区

分
・
規
格
品
、
有
効
幅
・
フ
リ

ー
、
流
れ
・
６
０
０
ｍ 

同
社
は
、
シ
ー
ル
、
ラ
ベ
ル
、

テ
ー
プ
製
品
等
、
粘
着
製
品
の

総
合
加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て 

研
究
開
発
か
ら
生
産
、
販
売
、

物
流
ま
で
一
貫
体
制
で
、
高
品

質
な
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
が
、
今
回
の
こ
の
二

種
類
の
新
製
品
も
そ
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
、
同
社
で
は

幅
広
い
分
野
で
の
応
用
に
期
待

を
し
て
い
ま
す
。 

上
段
が
苦
味
含
有
糊
タ
ッ
ク

紙
、
下
段
が
易
破
壊
タ
ッ
ク
紙
。 

         

第
一
四
五
回 

「
王 

子 

タ 

ッ 

ク
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

  

 

 

新しいタイプのタック紙２種類発売 

דװ ȽɁȭ ǯ ṥȽɁȭ  


